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アレルギーなど、多種多様なタイプがございま

して、それぞれ症状ですとか原因の食物、発症

年齢などもそれぞれ異なるため、これら全部の

アレルギーに対応することはなかなか困難とな

ります。 

 このようなことから、議員からのご提案にも

ございましたように、防災に関する情報提供で

すとか、それから防災訓練などの際に、備蓄食

料における食物アレルギーに関することや、各

家庭の状況に応じまして、食物アレルギーに対

応した食料等を備蓄していただくことなどを今

後とも呼びかけていきたいと考えております。 

○平 進介議長 ５番、竹田陽一議員。 

○５番 竹田陽一議員 大変丁寧な答弁、ありが

とうございました。 

 最初に、受診率向上の関係で、市長からは８

割までというふうな力強い目標を言っていただ

きまして、ありがとうございました。何をおい

ても健康でないと何もできませんので、それが

第一かなというふうに思います。65というよう

な令和５年度の目標値もあったわけですが、で

きるだけ早く、その80％を目指してやっていた

だきたいというふうに思います。 

 ただ、今までもいろいろやられておりますが、

ちょっと手を加えると、余り経費をかけずにで

きる部分も多いかというふうに思いますので、

その辺は工夫をしていただいてというように思

います。 

 それから、食料の備蓄関係ですが、これにつ

いてはやっぱり今、災害はいつ起こるかわから

ないというようなことです。今この場で起こる

可能性も十分あるわけですので、そういう意識

を持って、きちっと備えるものは備えていただ

きたいし、また市民の方にも、そういうふうな

危機意識を常日ごろから持っていただくような

啓蒙なども、これからも続けていただきたいと

いうふうに思います。 

 以上で私の質問は終わりたいと思います。あ

りがとうございました。 

○平 進介議長 ここで暫時休憩いたします。再

開は午後３時20分といたします。 

 

 

   午後 ２時５７分 休憩 

   午後 ３時２０分 再開 

 

 

○平 進介議長 休憩前に復し、会議を再開いた

します。 

 市政一般に関する質問を続行いたします。 

 

 

 小関秀一議員の質問 

 

 

○平 進介議長 次に、順位10番、議席番号13番、

小関秀一議員。 

○１３番 小関秀一議員 非常に暑くて大変な一

般質問になりました。よろしくお願いします。 

 連日、報道されております自然の災害、あと

本当に涙を拭うような子供虐待の話、きのうも

線路の事故などあったわけですが、特に高齢ド

ライバーの事故やあおり運転の事故など、毎日、

震えがくるようなニュース、また国際的には政

治の不安、さまざまな外国の事情等も報じられ

ております。本当に平和で穏やかな暮らしがで

きることを願って、今回は２つの質問に絞って

させていただきます。一問一答ですので、時間

調整しながらさせていただきますので、よろし

くお願いします。 

 １つ目の質問に入ります。顧みますと、７月

の10日だったと思いますけれども、事務方のほ

うから電話が入って、私、たまたま厚生常任委

員長なので、毎日新聞に、いわゆる俗に言うマ

ザーズバッグ、出産時育児用品贈呈事業に関し

ての記事が出るという連絡が入りました。私は
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定期購読をしてない新聞だったので、購入をし

ながら記事を読ませていただきました。その後、

委員会を開くので説明を受けるのかというふう

なことも考えたわけですが、全員協議会で説明

があったわけですが、これについては地方紙を

中心にした、いわゆる全紙と、驚いたのはＮＨ

Ｋの全国放送でもニュースでテレビで放映され

たと、流れたということもありました。ショッ

クであります。全国でも子育て支援を目標に、

そして地域振興、産業振興含めての大事業プロ

ジェクトであったわけでありますので、注目も

大きかったし、反響も大きかったし、私たち市

民がびっくりさせられたということであります。 

 まずもって、今回のこの子育て支援の定着を

図る出産時育児用品贈呈事業の経過について、

子育て推進課長から簡単にで結構ですので、説

明をいただきます。 

○平 進介議長 加藤潤子子育て推進課長。 

○加藤潤子子育て推進課長 それでは、私のほう

から、本事業の趣旨をご説明いたします。 

 これは、平成29年４月以降、出生届を出され

た際に、お子さんには長井市に生まれてくれて

ありがとう、お父さん、お母さんには出産おめ

でとうございますの気持ちを込めて育児用品を

贈呈させていただいている事業です。 

 本事業を実施する経緯といたしましては、平

成27年９月に策定した長井市まち・ひと・しご

と創生総合戦略において、長井市の地方創生と

して教育、子育てを柱に、人の循環や交流を強

化していくという方針に基づくものです。 

 特に総合戦略の基本目標１、若い世代の結婚、

出産、子育ての希望をかなえるでは、子育て世

代や子供たち自身が魅力を感じられるような施

策を講じることとしていました。 

 一方、平成26年度から取り組んでいたながい

シティプロモーション事業では、平成27年度に

市をプロモーションしていく際のコンセプトと

して、水をテーマとしております。豊かな水と

市の将来につながる子育てを結び、魅力ある豊

かな暮らしを示すキャッチコピー「天然水

100％の子育てライフながい」を作成いたしま

した。この「天然水100％子育てライフなが

い」を具現化する事業として、本事業を実施、

検討したものです。 

 本事業は、このころ地域おこし協力隊であっ

た佐藤亜紀隊員の発案によるもので、長井市の

暮らしやすさや子育て環境を子育て世代に広く

アピールする手段として、フィンランドが実施

している子育てに関する一貫した支援制度ネウ

ボラ及び、その事業の一つである育児用品の配

付に着想を得たものです。本事業は、長井市の

地域創生の柱、教育、子育てにも合致すること

から、平成29年度からの事業実施に向けて進め

てきました。 

 また、そのころ国では子育て世代包括支援セ

ンターの整備、拡充を進めており、切れ目のな

い子育て支援の一環として位置づけられるべき

政策であることから、全国でも有数の子育て支

援のまちとして政策を展開していくという決意

のあらわれとして、先駆けて実施してきたもの

です。 

 具体的には、贈呈する育児用品は、ご家族が

欲しいものというものではなくて、長井市に生

まれてお子さんに持っていてほしいもの、地場

産品や独自の商品という発想で市内企業、職人、

市民の協力で企画、製作を行いました。その育

児用品は、佐藤氏が代表を務める特定非営利活

動法人ａＬｋｕが１つの箱にまとめて販売いた

しました。市では、平成29年４月からこれを購

入し、出生届の際に贈呈してきました。 

 経緯と趣旨につきましては以上でございます。 

○平 進介議長 13番、小関秀一議員。 

○１３番 小関秀一議員 概要の説明をいただき

ました。さまざまな注目されたというふうなこ

とで、途中、名称の変更等あったわけですが、

また今現在も長井市ではこの事業を継続してる
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という意味からすれば、事業の趣旨については

大変理にかなったものかなというふうなことを

思いますけども、２番目に入りますが、子育て

世代、出産された方々の要望に沿ったものかど

うかというのは、これは常に検証していがんな

ねというふうに、私はこれからも思います。 

 例えばですが、ボックスに入れた育児用品が

最高に安全なのか、いいのかなという議論もフ

ィンランドの事業の中でも議論があるというふ

うなことも伝えられておりますし、オーガニッ

クというふうなこととか、さまざまな子育てを

する側の要望からいえば、与えられた商品、品

物ではなくて、自分が選ぶことによって子供の

愛情なり子育ての意識が深まるというふうな、

一方では見方もあるということもあります。そ

の辺もいろいろ、今後も事業が継続するとすれ

ば、検証していがんなねべなというふうに思い

ます。 

 ２番目、本事業のしてきた成果、効果をどう

いうふうに捉えてきたかということをお聞きし

ます。 

 ３つの観点からですが、市民の声はどうであ

ったのか、あと、受け取られたご両親からの感

想はどうであったのか、今後に向けた要望など、

そのアンケートなどを通じて伝わったものがあ

ればどうなのか、課長からお聞きをします。 

○平 進介議長 加藤潤子子育て推進課長。 

○加藤潤子子育て推進課長 それでは、私のほう

からお答えいたします。 

 市民からの声はという点でございますが、平

成31年３月定例会予算総括の鈴木富美子議員の

ご質問にお答えしてもおりますけれども、長井

市は子育て支援を市政の重要戦略の一つとして

掲げております。少子化が課題となっている中

で、この事業は子育て世代が子育てに魅力を感

じ、長井市の子育て環境への満足度を高めるき

っかけになるものと思っております。 

 市民の方から直接にといいますと、出産され

たご家族以外の方ですと、なかなか直接お聞き

するということはできないんですが、実際にこ

の贈呈事業を出生前から知っていたという方が

アンケートの中では91％もいらっしゃったとい

うことを考えますと、十分期待いただいている

事業であるというふうに思っております。 

 また、特に受け取られたご両親からの感想と

いうことでございますが、贈呈する際には子育

て推進課の職員が一堂に窓口に集まり、おめで

とうございますの声とともに、拍手をしており

ます。照れくさそうにされるお父さんもいらっ

しゃいますが、うれしそうにありがとうござい

ますとおっしゃっていただくことも多くありま

して、中にはボックスをベッドにするためにベ

ッドは買っていませんというふうにおっしゃっ

たお母さんもいらっしゃいました。そのような

ご両親からの感想だと思っております。 

 今後に向けた要望等はどうであるかという点

でございますが、アンケートを行っておりまし

て、そのアンケートの項目、例えば入っていて

うれしかったものは何かなどを印刷したはがき

をお渡ししておりまして、家で内容を確認いた

だいてから郵送していただいております。 

 中にはボックスは大きくて処分に困る、何種

類かから選べるほうがよかったなどの意見も頂

戴しておりますが、一方でとても大きな箱でイ

ンパクトが大きかった、出産の喜びが倍増した

ですとか、今後も続けていただければ、これか

ら妊娠、出産される方も喜ぶと思うなどの回答

もいただいておりまして、この事業の成果とし

てあらわれているのではないかと感じておりま

す。 

 また、市内の事業所が作成した商品というこ

とで、地場産業の振興に寄与しているものとも

思っております。 

 また、今後もこの事業を継続しているという

ことにより、安心して子供を産み育て、子供が

健やかに成長できるまちを具現化する一端を担
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うものであると思っております。 

○平 進介議長 13番、小関秀一議員。 

○１３番 小関秀一議員 いろいろ感想等を報告

をいただきました。 

 まず、第１点ですが、29年度から、最初は子

供が見て喜ぶようなモビールだったのを、スプ

ーンにかえたというふうな理由についてはわか

りますか、経過の中で。 

○平 進介議長 加藤潤子子育て推進課長。 

○加藤潤子子育て推進課長 お答えいたします。 

 確かに29年度、当初はモビールというものを

入れておりました。ただ、作成される方も大変

細かな作業が必要になってきますので、手間が

かかるというようなことを聞いております。あ

と、アンケートの中からも、スプーンであると

か、そういった使いやすいものを入れていただ

けないかというようなアンケートの意見もあっ

たということで、30年度から変更してきたとい

うようなことでございます。 

○平 進介議長 13番、小関秀一議員。 

○１３番 小関秀一議員 それは単価としては同

じ単価で、品物を入れかえただけということで

理解してよろしいんですか。 

○平 進介議長 加藤潤子子育て推進課長。 

○加藤潤子子育て推進課長 はい、単価は同じで

ございます。 

○平 進介議長 13番、小関秀一議員。 

○１３番 小関秀一議員 今までの成果と効果と

いう意味からいうと、さっき最初にいろいろな

全国から注目されるような、いわゆるマスコミ

なりも含めてですが、話題になったということ

でありますけれども、恐らく行政視察も含めて、

視察も結構あったんじゃないかなと私は想像す

るわけです。 

 私が見つけた部分では、行政視察で北上市が

去年の７月から８月２日に来られて、特に子育

て関係、特に地域おこし協力隊の起業支援体制

について視察をされておって、私んだが地元で

あってもいろいろ実態がまだよくわかんない部

分っていうか、評価の部分でわかんない部分を

きちんとまとめられて報告されておる部分があ

りました。大変起業をして意義あるベビーボッ

クスの製作をしておられる長井市の取り組みに

ついてというふうな報告書がありました。 

 特にその中で強調されているのは、市内の職

人さんなり業者さんがかかわって、こういう事

業を成功させているというふうな報告が非常に

注目される部分だったんべなというふうに思い

ますけれども、そのほかに行政視察なり、この

ベビーボックスに関しての視察等がもし把握し

てる部分でありましたらば、件数等でよろしい

ですから教えてください。 

○平 進介議長 加藤潤子子育て推進課長。 

○加藤潤子子育て推進課長 お答えいたします。

視察等の確認はできておりませんといいますか、

なかったというふうに聞いております。ただ、

全国から３件ほどお電話で問い合わせ等をいた

だいてたということは、当時の課長からお聞き

したところです。 

○平 進介議長 13番、小関秀一議員。 

○１３番 小関秀一議員 ありがとうございまし

た。 

 特に、繰り返しになりますけども、北上の報

告書の中に、オーガニックにこだわるなどの熱

意を感じた、ボックスをもらうときにうれしい

のはもちろんですが、使う中で道具に対する愛

着も湧くようになったというふうな評価がされ

るということとか、行政の大きな目標でありま

す出生、子育てを支援するという意味からいう

と、祝福の気持ちと出生率の向上という成果に

もつながっており、当市も学ぶべき事例だとい

うふうな評価も得られるというふうに書かれて

おりますけれども、本当にそういうふうに結び

つくといいなというふうに私も今後も期待する

わけですけれども、そういう意味からいうと、

今回のいろいろなボックスからマザーズバッグ
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に変わった経過とか、さまざまな想定外の部分

も途中経過であったわけであります。 

 そういう総括について、今ちょっと手元にな

いんですけれども、後ろに忘れてきましたが、

平成30年度の成果報告書、これは各事業の長井

市のほぼ重要事業について報告をいただいてお

りますけれども、こんげに長井市で重点の事業

として取り上げられてる事業の報告が入ってお

りません。これについては何か理由なり意図な

りがあって、成果なり効果なりを評価してない

のか、その辺、お聞きします。 

○平 進介議長 加藤潤子子育て推進課長。 

○加藤潤子子育て推進課長 お答えいたします。 

 30年度の成果報告といいますと、そこに今年

度は掲載いたしませんでした。といいますのは、

このようなことがあったというようなことが原

因ではなくて、前年度から比べますと、やはり

予算的にも縮小されたというようなこともあり

ましたし、あとベビーボックスという名称につ

きまして、大変いろいろな商標登録の関係で問

い合わせ等があったということもありましたも

のですから、このたびの30年度の成果報告とい

うところに掲載いたしませんでした。 

 ただ、今、議員おっしゃるとおり、長井市に

おきましても大変重要な政策の一つでございま

すので、載せるべきだったなというふうに今考

えているところです。 

○平 進介議長 13番、小関秀一議員。 

○１３番 小関秀一議員 予算が変わっても、私

んだは、今回の事案は別にして、非常に注目さ

れてるし、今後も続ける事業だとすれば、やっ

ぱり成果と評価と今後の課題については、きち

んとした評価をしていがんなねんじゃねえかっ

て私は思うし、ほとんどの事業がこの成果報告

書さ上がってる、なぜここさ上がってねえのか、

私は疑問に思うんだけども、その辺の成果、効

果について、意図的に上がってなかったのかと

いうふうなことはもう一遍お聞きをします。 

○平 進介議長 小関議員に申し上げますが、今

の件につきましては通告に入っておりませんの

で、別の機会に質問、質疑をお願いしたいと思

います。 

 13番、小関秀一議員。 

○１３番 小関秀一議員 当局が、この事業に対

して成果、効果をどう捉えてきたかということ

では、十分質問の中身は合致してると思います、

私は。当局がどういう評価したか。 

○平 進介議長 成果報告書に記載するしないの

部分については通告外というふうに判断します

ので、質問内容を変えてお願いしたいと思いま

す。 

 13番、小関秀一議員。 

○１３番 小関秀一議員 私は、今、議長からは

指摘されたので、次に進みますが、成果報告は

きちんとここへは当然入るべきだと、こげな注

目さっちゃ事業。それでは、さまざまな今まで

とってもいい事業というふうなことで評価なり

視察をされてきた、市民からも受け取った親か

らも、アンケートも含めていい事業だったとい

うふうに評価をしてきたということであります。

本事業が、先ほど申し上げましたように、７月

の10日に最初、毎日新聞、その次に地方紙全紙

なり、多くの今度ブログなりにも報道されまし

た。全員協議会の資料でも19日に報告があった

わけですが、全て平成27年からの経過等含めて

ということでなくて、今回、私はあえて事件と

いうふうに書かせていただいたわけですが、す

りかえの経過とその後の対応について、課長か

ら大まかなところで結構ですので、資料はいた

だいておりますので、説明をいただきます。 

○平 進介議長 加藤潤子子育て推進課長。 

○加藤潤子子育て推進課長 それでは、ご質問に

ありました事務引き継ぎの内容等をご説明させ

ていただきます。 

 まず、第１点は、ａＬｋｕが突然、平成31年

度の事業を行わないとの意向があり、地場産業
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振興センターからの納品となったという点と、

２点目といたしまして、漆塗りのスプーンが仕

様書と異なるものであるとの申し出があって、

市の対応が問われている状況にあるという引き

継ぎを受けました。また、担当者からは、現在、

正規品でない商品の納品書の提出を待っている

状況であるというふうな聞き取りを行いました

し、経過等をまとめた文書を確認いたしました。 

 担当者は既に佐藤氏と電話でのやりとりはで

きず、メールで市内の漆塗りスプーンの購入先

であるＣｉｅｌｏと連絡がとれなくなり、納品

いただけなくなったため、代替品を購入したと

の説明を受けておりました。また、代替品は京

都の老舗から購入したとの申告であり、すぐに

でも納品書の提出ができるような返答であった

ため、納品書の提出と佐藤氏との直接面談の調

整を行っておりましたが、なかなかそれがかな

わない状況でありました。 

 私も４月１日から直接電話やメール、自宅訪

問を重ね、佐藤氏とようやく面談できましたの

は４月９日でございました。その際には、京都

の老舗のものであっても、当初のボックスに入

っているべき長井市の地場産品であるスプーン

とは異なるものであり、贈呈した方々への交換

を市で行うというような提案をいたしますと、

佐藤氏は了承し、その際に発生した代金はａＬ

ｋｕが支払うということで口頭で確認したとこ

ろです。 

 早速、確約書を作成し、佐藤氏にサインをも

らう準備と贈呈者へのお知らせ文書や名簿等の

作成を進めておりましたが、Ｃｉｅｌｏのほう

からａＬｋｕに納品したとしても支払いは見込

めないため、正規品の納品はできないというお

返事をいただき、どうにか交換できる方向性を

内部で検討しました結果、ａＬｋｕと変更契約

をし、スプーン40セット分の代金を返納いただ

き、それを財源にＣｉｅｌｏから市が直接購入

する方法をとらせていただいたところです。Ｃ

ｉｅｌｏが10月までにスプーンを110セット納

品していたということを考察しますと、おおむ

ね10月前後の贈呈者までを確認し、６月12日ま

でに49個、各交換をいたしました。しかし、京

都の老舗からの購入したと思われるスプーンが

一向に出てきませんでしたので、贈呈者144人

全ての方を確認するという作業を追加いたしま

した。そのため、７月以降までずれ込み、確認

が終わります前に報道機関からの問い合わせに

よりまして、全ての確認が終了する前の報道と

なってしまったということのものです。 

 新聞等の報道や８月９日の全員協議会でも概

要をご報告いたしましたが、詳しい経過及び対

応を時系列で申し上げます。平成31年３月11日、

スプーン納入業者から、漆のスプーンではない

とのご指摘を受けました。そのことを確認すべ

く、佐藤氏に面談したところ、京都の老舗のス

プーンを入れたということでございました。３

月17日、ａＬｋｕから平成31年度の契約はしな

いとメールでの連絡がありました。佐藤氏に電

話やメール、自宅へ訪問いたしましたが、コン

タクトがとれない状況が続きました。４月９日

に佐藤氏と面談し、スプーンの交換を希望する

旨の意向が佐藤氏からありました。５月16日に

当初150個購入契約を40個分減額するための変

更契約をし、ａＬｋｕへ差額の返納を求めまし

た。同時に、スプーン納入業者からは、市が直

接購入することでスプーンの納品を了承いただ

いたところです。５月20日から贈呈者への電話

や文書を持参し、スプーンを回収、交換などの

調査を開始いたしました。５月24日、変更契約

の差額分21万6,000円を返金してもらい、直接

40セットのスプーンを購入いたしました。同日、

５月24日から交換作業を行っております。７月

10日、報道機関への説明の時点では８件連絡が

とれない状況でしたが、結果といたしましては

全ての贈呈者に関し、調査、交換を実施し、対

象商品の贈呈者全144件、そのうち交換が必要
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だったものは49件でありました。 

○平 進介議長 13番、小関秀一議員。 

○１３番 小関秀一議員 今回の一連の経過を説

明いただいたわけですが、３月11日に違うスプ

ーンが入っていたということで発覚したという

ふうなことから始まって、４月、年度替えで管

理職なり担当者が人事異動でかわったというこ

とで、これは引き継ぎを含めて、今、課長から

は、その前段と引き継ぎを終わってからの説明

があったというふうに理解をするわけです。 

 課長なり担当者も同時に人事異動でかわった

というふうなことの中で、なかなかその年度を

超えてからのことについては大変苦労されたん

だべなというふうに私は想像するわけですが、

今、説明のあった、別のものが入ってたという

ふうな指摘をしたらば、京都、象彦さんのスプ

ーンを入れたんだよというふうなことで、ほだ

らば、納品書を見せてくださいというふうな指

摘をしておったと。なかなかその納品書が提出

されなかったと。 

 私、不思議なんだけんども、長井市の伝統工

芸のスプーンでなくて、京都のスプーンだった

らいいのかなと、今、課長はそういう話はつけ

加えなかったわけですけれども、ほかのもの、

ほかのところの商品、例えば同じ価格だとして

も、それはこの事業の趣旨には全く沿わないわ

けなんで、その時点で、これは物品購入契約か

ら全く逸脱した行為を、もう既に本人が、何て

いうか、きちんと表明したというふうに私は思

うんですが、その辺は担当としてどういうふう

にその時点で捉えたんですか、ほかのスプーン

が入ってたというふうな彼女の言いわけについ

て。 

○平 進介議長 加藤潤子子育て推進課長。 

○加藤潤子子育て推進課長 議員おっしゃるとお

り、趣旨から反するものでありますので、幾ら

京都の老舗の価格が高いものであっても該当す

るものではない、それでよかったということに

はならないと思いますが、ただ、先ほども申し

上げましたが、すぐにでも納品書が出てくるよ

うなことで担当者のほうは受けとめておりまし

たので、それで市内の業者のものをすぐにでも

変更するということに切りかえまして、交換作

業を行ってきたものです。 

 担当者のほうでは、先ほど申し上げましたと

おり、お願いしていたスプーンの納品業者であ

るＣｉｅｌｏさんのほうから納品いただけない

ので違うものを納品しましたというような言い

方でございましたので、その納品書をこちらの

ほうでは提示を求めてきたということであった

と思います。 

○平 進介議長 13番、小関秀一議員。 

○１３番 小関秀一議員 その前段は、私、聞い

てなかったんですが、そういう理由があったと、

市内の業者さんから納品がいただけないのでと

いうことですね。 

 それは、例えばですが、ここで確認したいん

ですが、平成31年度、令和になるわけですが、

今年度は、ａＬｋｕさんは事業を継続しないと

いうきっかけが、今年度の予算立ての時期に、

その漆の市内の職人さんから、もう私はしませ

んよというふうなことがあったので、単価も変

え、ａＬｋｕさんも、この事業には参画をしな

いという方針を立てられたというふうに私はお

聞きしたんですが、その辺を佐藤亜紀さんが表

現をしてると、発言をしてるというふうにお聞

きしたんですが、課長はその辺についてはどう

伝わってますか。 

○平 進介議長 加藤潤子子育て推進課長。 

○加藤潤子子育て推進課長 中の入れております

物品を見直しを行いましたのでというような理

由だけでございました。 

○平 進介議長 13番、小関秀一議員。 

○１３番 小関秀一議員 物品を入れかえたから

済むというふうなことでは、これは決してない

なべなというふうに思います。 
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 スプーンをつくった製作者が、そういう、私

はもうここに納品しないとかというふうなこと

は聞かれたこともないし、言ってもいないとい

うふうに言ったそうでありますけれども、これ

は言った、言わないの話だかもしれませんが、

それで31年度、今年度から事業の規模、マザー

ズバッグに入っておる品物も変わってきたとい

うふうなことでありますので、なかなかそこに

ついての整理が私はつかないなというふうに思

っております。 

 もう一つだけ、今の課長の経過説明の中で確

認をしたいんですが、５月24日にａＬｋｕさん

から21万6,000円返金がありましたというふう

に説明がありました。これについては、全員協

議会の説明の中では、佐藤亜紀さん、ＮＰＯの

代表については連絡もとれないので、いろいろ

経過の中で、副代表である本田さんから返金を

いただいたというふうなことでありましたが、

それに間違いございませんか。 

○平 進介議長 加藤潤子子育て推進課長。 

○加藤潤子子育て推進課長 実際お支払いいただ

いたのはそうですが、長井市といたしましては

ａＬｋｕというところで変更契約を結んでおり

まして、領収書というのもａＬｋｕで切らせて

いただいてるところです。 

○平 進介議長 13番、小関秀一議員。 

○１３番 小関秀一議員 それでは、長井市がａ

Ｌｋｕ宛ての領収書を出したということで理解

してよろしいんですか。 

○平 進介議長 加藤潤子子育て推進課長。 

○加藤潤子子育て推進課長 はい、そうです。 

○平 進介議長 13番、小関秀一議員。 

○１３番 小関秀一議員 それでは、その領収書

に基づいた品物の入れかえの差額、さっきあり

ましたけども、21万6,000円については、ａＬ

ｋｕというＮＰＯ、いわゆる法人の物品購入契

約に基づいた差額の分ということでａＬｋｕさ

んの名前で領収書を長井市が出したと、これお

かしくないですか。再度そこを確認します。 

○平 進介議長 加藤潤子子育て推進課長。 

○加藤潤子子育て推進課長 変更契約に基づきま

して、返納いただいたということです。 

○平 進介議長 13番、小関秀一議員。 

○１３番 小関秀一議員 ちょっとその辺、例え

ば年度を超しての契約の入金、出金、領収の話

にもなりますので、ぜひその辺は監査というか、

決算さかかわるのかどうかですが、５月24日と

いえば、まだ前年度の許容範囲の中のお金の動

きに入るのかどうかですが、私、そこら辺は監

査委員も含めて検証していただきたいんですが、

この領収書については、そうすると、本田副代

表にａＬｋｕという立場でお出しをしたという

ことで、再度確認をしたいと思います。 

○平 進介議長 なお、小関議員に申し上げます

が、通告の内容を超えておりますので、この件

についてはここまでにしていただきたいと思い

ます。 

 加藤潤子子育て推進課長、今の質問に答弁を

お願いします。 

○加藤潤子子育て推進課長 そのとおりです。 

○平 進介議長 13番、小関秀一議員。 

○１３番 小関秀一議員 それでは、地域おこし

協力隊の採用条件、身分調査等についてはどう

かというふうなことで、これについては今回の

事案だけでなくて、全国的に地域創生の事業な

り地方の活性化なり、人口を地方に呼び戻すと

いうふうなこともさまざまな要因があるわけで

すが、長井市でもかなり地域おこし協力隊の経

過があるわけです。これまでの現状と今後の課

題、特にその採用条件のところを中心に総務参

事から説明をいただきたい。 

○平 進介議長 竹田利弘総務参事。 

○竹田利弘総務参事 私のほうには、一般的な地

域おこし協力隊の採用についてのご質問であり

ましたので、一般的なことについて申し上げた

いと思います。 
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 地域おこし協力隊につきましては、いわゆる

地域の活性化等を目指して、いわゆる大都市圏

から最大３年間ということで、地方のほうで活

性化に寄与したい、スキルを持った人というの

を寄与したいということで始まった制度でござ

いまして、それぞれの、例えば地域活性化の事

業、産学官公ですとか、いろんなことの、いわ

ゆるいろんな事業について、長井市地域おこし

協力隊募集要項を作成いたしまして、市のホー

ムページとか山形県とか、あとＪＯＩＮという

全国の組織、地域活性化センターの中に事務局

がありますが、そこの一般社団法人移住推進機

構の地域おこし協力隊募集のウエブサイトがご

ざいますので……。 

（「身分調査のことを」と呼ぶ者あり） 

○竹田利弘総務参事 そこでまず募集をするもの

でございます。 

 それで、応募の要件でございますが、当然年

齢もございます。あと、いわゆる大都市圏に住

んでいるかどうかということと、あと心身とも

に健康で、地域の活性化に意欲と熱意があり、

積極的に活動できる方、あと普通免許、運転の

免許を持ってるか、あとパソコンの一般的な操

作ができるか、あと、いわゆる地方公務員法第

16条の欠格事項、例えば禁錮以上の刑を受けて

いる最中だとか、それに該当しない方とかとい

う応募条件でございます。 

 あと、一般的に書類審査と面接の審査を行っ

ております。面談ですけども、それらの条件に、

特に長井市で地域おこし協力隊として活動でき

るかというのを、複数の管理職とか補佐クラス

を中心に面談をしまして、適当かどうかを判断

してございます。 

 あと、先ほどありました身辺調査のお話でご

ざいますが、市職員とか、市で雇用します定時

補助職員の採用に当たりましても、当然面接ま

ででございまして、いわゆる身辺調査等は一切

それは行っておりませんので、今回の地域おこ

し協力隊についても、そういった調査は行うも

のではございません。 

○平 進介議長 13番、小関秀一議員。 

○１３番 小関秀一議員 そうしますと、身辺調

査を行っていないということでありますので、

経歴なり履歴書の書面と面談でということでさ

れておるというふうなことで確認してよろしい

ですか。 

○平 進介議長 竹田総務参事。 

○竹田利弘総務参事 そのとおりでございます。 

○平 進介議長 13番、小関秀一議員。 

○１３番 小関秀一議員 ちょっと順番飛ばしま

したので、時間がないので、４番、あんまり詳

しく触れないでしまったんですが、６番に移り

ます。 

 今般の事案というか、及ぼした影響を、当局

としてはどういうふうに捉えておるのか、非常

にさっきからも申し上げたとおり、注目された

事業であります。これからも恐らく子供を出産

された方へのお祝いの気持ちで継続されるんだ

ろうなというふうに思いますけれども、全国的

にも、こういうＮＰＯに対しての不信感も含め

て、非常に話題になっておるわけですので、そ

の辺をどう捉えているのか、参事に伺います。 

○平 進介議長 小関浩幸厚生参事。 

○小関浩幸厚生参事 今般の事案が及ぼした影響

をどう捉えているか、注目された本事業への影

響と検証を伺うということでございますが、さ

きに子育て推進課長が申し上げましたとおり、

平成27年度のながいシティプロモーション戦略

会議において、天然水100％の子育てライフを

コンセプトに、子育てに特化したまちであるこ

とを全国的にＰＲしていくことが本事業の始ま

りでございました。開始時には報道各社で、議

員もおっしゃいますように、大きく取り上げて

いただきました。その後、全国市町村から事業

目的や経過、進め方などの問い合わせの電話を

いただいたことなどは、反響が大きかったと感



 

―１３１― 

じているところでございます。 

 また、その後、多くの市町村が出生児にギフ

トを贈呈するという同様の事業をなされてきて

いることから見ても、お父さん、お母さんに支

持される取り組みであると考えておりまして、

事業としては、今年度も継続して行っていると

ころでございます。 

 しかし、このたびのａＬｋｕからの納品物品

の正規品でないものが混入していたという件に

つきましては、全く想定外の事案でございまし

て、全国的に高い評価を受けた事業であったこ

とからも、マスコミ等の扱いが大きくなったも

のと感じておるところでございます。 

 影響と検証でございますが、このたびの事件

につきましては、平成30年度に贈呈しました

方々には何度も連絡や訪問を行いまして、ご迷

惑をおかけしたことは大変申しわけなく思って

いるところでございますが、お一人お一人全て

の贈呈者に連絡をとりまして、確認作業と正規

品の交換等をしっかり対応させていただいたこ

とでご理解をいただいたと感じているところで

ございます。 

 また、７月報道以降も出生届け時にマザーズ

バッグを贈呈させていただきますと、大変喜ん

でいただいており、当初からの目的である地域

で子育てを支援する心は伝わっていると感じて

いるところでございます。今年度もはがきによ

るアンケート調査を行っておりますので、ご意

見を反映をさせながら、この件を契機に、今後

よりよい制度にしていくというのが私たちのこ

れからの役割かなと感じているところでござい

ます。 

 ＮＰＯ地域おこし協力隊についての意見等は、

私たちの耳には入っていないところでございま

す。 

○平 進介議長 13番、小関秀一議員。 

○１３番 小関秀一議員 非常に期待された事業

がゆえに、影響が大きかったなというふうなこ

とで、参事からもそういう言葉をお聞きしたわ

けですが、市民の動揺も含めてでありますが、

行政当局がこういう事案に対してどういうふう

な姿勢で市民に説明をしていくのかというふう

なことが問われるんだべなというふうに思いま

す。 

 本事業、事件性として捉えていくのか、さま

ざまな全員協議会でも意見が出たわけですけれ

ども、最終的には事件性があるとして、刑事訴

訟できちんと相手を含めて、いわゆる物品契約

を履行しなかったという意味で訴訟なりをする

べきだというふうなお考えは、私はそう思って

るんですが、参事はどういうふうなお考えで、

今まで、いつ判断するのかというふうな、全員

協議会でも何人かから出ましたので、その辺に

ついてお答えをいただきたいと思います。 

○平 進介議長 小関浩幸厚生参事。 

○小関浩幸厚生参事 ＮＰＯ法人ａＬｋｕから購

入したボックスに正規品とは異なるスプーンが

入っていたことにつきましては、想定外のこと

であり、評価が高い事業であったことから反響

も大きいものでした。 

 しかし、このたび全ての確認作業、交換作業

が終了いたしましたし、被害という点からは、

先ほどからありますように、購入契約に基づく

金額的な未収金等はございませんので、相談し

ている弁護士からは刑事事件としては難しいと

のアドバイスをいただいているところでござい

ます。 

 私どもといたしましては、なぜこのようなこ

とになったのかという原因究明の点からは、繰

り返しになりますが、佐藤代表に直接聞くしか

ありませんので、引き続き関係者と連絡をとる

など、そのための取り組みは継続していきたい

と考えているところでございます。 

 とにかく説明を本人からしていただくしかご

ざいませんので、なぜ正規品と異なるものを納

入したのかの真相を解明し、再発防止と今後の
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事業の展開に生かしていきたいと思っていると

ころでございまして、市からの告訴の予定はご

ざいません。 

○平 進介議長 13番、小関秀一議員。 

○１３番 小関秀一議員 私は十分、その契約を

履行しなかったということとか、市民である職

人さんに対しての、いわゆるさっき課長とのや

りとりの中でありましたが、もう既に職人さん

は納入の意思がないような佐藤さんの発言なり

を考えますと、それは業務を妨害したというふ

うなことも含めて、私は今回は事件性がある案

件だなというふうに思います。起訴するかどう

かとかの判断については、これは警察の判断を

仰ぐというふうなことでありますので、ぜひと

もここは、ちょっと時間がないので飛ばします

けれども、契約、いわゆる事業を行う長井市長

の考え方と、これからこの事業の対応方につい

てお考えをお聞きしたいというふうに思います。 

○平 進介議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 客観的に、この事件っていうふうにおっしゃ

いましたけども、私ども長井市としては、ａＬ

ｋｕと物品の納入契約を結んでいたと。そして、

その契約に基づいてベビーボックスの商品を契

約に基づいて納入いただいてたということであ

ります。今回はたまたまＣｉｅｌｏのほうから、

それ違うんじゃないかということをお聞きして、

私どももその中身が一部変わっていたというこ

とを知ったわけでございます。その点でいえば、

私どもの物品納入契約に対する、いわゆる変更

契約、中身を変える場合は協議をしなきゃいけ

ないという要綱がありますので、それに違反し

てることになっております。私どもとしては、

もう既に配り終わったと、ただＣｉｅｌｏさん

の言うように、いろんな事情があったと、わか

んないです、ここは。ａＬｋｕ側は、納品して

もらえなかったから違うものにしたと、でも違

うものにするときは、こちらに協議しなきゃい

けなかったわけですから、それ協議しなかった

と。結果として、Ｃｉｅｌｏさんのほうから、

その部分を納入いただいて交換したわけですね、

その金額についてもａＬｋｕ側のほうでしっか

りと払っていただいたわけですから、私どもと

しては、その変更契約を結ばずに勝手にやって

しまったということに対する、私どもからすれ

ばａＬｋｕ側に責任がありますけれども、結果

としては損害賠償とか、あるいは名誉毀損とか、

そういうことをするような内容ではないと。 

 あとは、市のほうとして、じゃあ送る側の世

帯、赤ちゃんが生まれた世帯に対しての道義的

な責任はどうかということについては、これは

おわびをしなきゃいけないわけでございますが、

私どもとすれば、おめでたい誕生のプレゼント

に対して一部違ってたということを大々的に言

うのも、これは今後のこともありますのでね、

この事業は続けたいという意思でありますから、

子育て推進課長を中心に事情をお話しして、ご

納得いただいた上でことしも続けておりますか

ら、事件性は、そのＣｉｅｌｏさんとａＬｋｕ

さんではあるかもしれませんが、私どもではな

いと。ですから、訴訟等々を起こしても、これ

は起訴にならないだろうというふうに考えられ

ますし、顧問弁護士もそのような見解ですので、

私はするつもりはございません。 

 ただ、１つ言いたいのは、ａＬｋｕも３年間、

地域おこし協力隊として佐藤亜紀さんが一緒に

なってこのベビーボックスをやってきたわけな

んですね。副代表の本田さんなんかも一生懸命、

彼が最終的には亜紀さんがいないので、全部責

任を持ったということですが、苦労してつくっ

たもので、評価も非常に高いと。ですから、非

常に残念なんですけども、でもうちのインキュ

ベーション施設で１年半ぐらいですかね、指導

してたはずなんですよ。ところが、我々、こん

な状況を知らなくて、本当に経営が厳しかった

ら、やっぱり相談してくれればなと。したがっ



 

―１３３― 

て、私どもとしては、検品はしづらかったんで

すが、なぜ検品をしなかったかということは記

者からの質問にもありました。一つ一つ包装し

てるんですよ、スプーンを、リボンで巻いて。

ですから、それをほどいて検品するっていうの

は、普通、信頼してるからしないわけです。で

もそれが非常に反省、悔やまれると。 

 したがって、私どもとしては、今後二度とこ

ういうことのないように注意しながら、やっぱ

り引き続きマザーズバッグということで、これ

から生まれていらっしゃる赤ちゃんのために、

地域、市を挙げて応援していきたいと、そうい

う考えでございます。 

○平 進介議長 13番、小関秀一議員。 

○１３番 小関秀一議員 質問の時間がなくなり

ましたので、大きい２番のデマンドについては

別な機会に、大変申しわけありません。担当者

の方におわび申し上げます。 

 最後、この件に関して、ほかの業者さんの未

払いもあったということで、ご両親から６月18

日に返金があったそうであります。やっぱりこ

れはＮＰＯの組織そのものが、非常に弱体とい

うか、不明な部分があって、決算もしてなかっ

たりというふうな実態が、恐らく途中でも想像

できた部分が、今、市長からは、指導が足りな

かった部分はあんなんでねえかというふうな言

葉はあったんですが、その辺もやっぱり総括を

していただいて、今後、子育て支援の重要事業

として問題のないように、あと、誤りのあった

部分については、迷惑をかけた方々にはおわび

を申し上げて、前に進んでいただくことを期待

して質問を終わりたいと思います。 

 

 

   散     会 

 

 

○平 進介議長 本日はこれをもって散会いたし

ます。 

 再開は、９日午前10時といたします。 

 ご協力ありがとうございました。 

 

 

    午後 ４時２１分 散会 


